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研究結果の概要 

本研究では，考えるだけでコンピュータを動かす技術の開発とその性能向上を目的として，脳

波（EEG）のデータを処理するための新規情報処理手法（GAN：敵対的生成ネットワーク）の適用可

能性を検討しました（左下図）。実験では左右の手の運動に関連する脳波を対象としました。 

 

人間の意図をうまく推定できるか調査した結果，脳波を分類する精度が向上することが確認さ

れました。ただし，新規情報処理手法を使用しない場合と比較して精度向上の程度は数パーセン

トと大きくなく（右下図）,本研究で用いた新規手法については今後の改良が必要であることが分

かりました。 

 

しかしながら，本研究の遂行を通じて脳波に対する新規情報処理手法の実装技術を確立できた

ため，今後は学生を対象として技術の伝承を行い，手法を改良しながら考えるだけでコンピュー

タを動かす精度の向上を目指していきます。 

 

今後の展開 

今後の展開としては，脳波そのものを忠実に直接再現するあらたな手法の開発に取り組む予定

です。これによって，時間的な脳波の変動やリズムの構造を含めたデータを包括的に取り扱うこ

とが可能となり，より発展的なデータ処理が期待されます。 

 

また，時系列の脳波の構造をより適切に捉えるための情報処理手法の導入について検討してい

きます。情報処理手法を最適化して見直すことによって，より安定したデータを用いて精度の向

上を図ることができると期待しています。 

 

最終的には、考えるだけでコンピュータを動かす技術を事業化することを念頭に、関連するソ

フトウェアの開発に取り組んでいきます。 

 


